
 

 

 

 

 

 

 

○「奇跡のあじさい」植樹祭～生徒の歌声に涙する方も～ 
６月２５日(日)、藤沼湖「奇跡のあじさい」植樹

祭に、授業日として全校生徒で参加いたしました。

北海道から沖縄までのあじさいの「里親」の皆さん

が多数参加し、本校生徒も含め約 1000 人が藤沼

湖畔に集まりました。 

開会式の後、６年前東日本大震災の大きな被害に

見舞われた長沼地区の復興のシンボルとなるよう

「奇跡のあじさい」を参加者全員で植樹しました。

植樹後は、参加者同士の交流を目的に中学生による

インタビューを行いました。全国各地から参加され

た方々からあじさいに対する思いを直接聞くこと

ができました。昼食におにぎりとなめこ汁をいただ

き、バルーンアートなどを楽しんだ後、口笛奏者・

高木満理子さんによるコンサート、そして長沼中生

全員による合唱の発表（校歌、ふる

さと、花は咲く）が行われ、参加さ

れた方々からは中学生の歌声などに感動したとお褒め

の言葉をいただきました。中には、生徒の歌声に感動し

涙を流されている方も…。生徒の皆さん、一日本当にお

疲れ様でした。また、今回このような機会を設けていた

だきました、長沼商工会はじめ実行委員会や地域の皆様に感謝いたします。 

 

○中体連･県中総合大会～野球部は準優勝で県大会へ！～ 
長沼中学校から、中体連県中地区総合大会（６月１４日～１５日）に

岩瀬支部代表として出場した競技は、野球、バスケットボール（男子）、

そして卓球（団体女子、個人）ですが、やはり支部大会に比べレベルの

高い厳しい戦いとなりました。各チーム・個人がほぼ初戦で敗退した中、

見事に決勝まで進出した野球部は、決勝で郡山一中に１－３で惜敗し、

準優勝となりました。この結果、7 月 22 日（土）～２４日にいわき市

で行われる県大会に出場することになりました。たった１５名のチーム

が、抜群のチームワークで勝ち抜いたすばらしい準優勝でした。おめで

とうございます！県大会でも、長沼中のすばらしいチームワークを見せ

てください。（下の写真は閉会式で胸を張って並んだ長中チーム） 
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【６月の生活目標】 

・心身の健康に留意

し、豊かな学校生活

を過ごそう。 

・時間を守り、効果的

な活動をする。 



○長沼地区４校１園連携・第 1 回共同研修会 
６月２１日(水)に、長沼中学校において長沼地区

４校１園連携事業第１回共同研修会を開催いたし

ました。今回長沼高校の先生は学校の都合で参加

できませんでしたが、長沼幼稚園、長沼小学校、長

沼東小学校の先生方にお越しいただきました。 

長沼地区では幼小中高の連携を基本に、学校教

育のあり方を地域全体（４校１園）で協議してまい

りました。また、そのことにより、長沼中学校区の

小中一貫教育が推進されていくと考え、今回のよ

うな研修会を実施しています。 

 研修会当日はまず、長沼中学校のすべての学級

の授業を参観していただきました。小学校の先生

方には特に成長した中学生の姿を見ていただきま

したが、ほほえましく見つめる先生方の姿が各教

室で見られました。その後、４つの分科会に分かれ、

今年度作成を予定している４校１園連携事業のパ

ンフレット作成の会議を持ちました。このパンフ

レットには、地域とともに子どもの夢を育てる私

たち教師の願いをまとめ、ご家庭と連携した取組

みを目指していきたいと思っています。２学期の

始めには配付を予定しております。 

 

○「江花川体験学習」が始まりました 
 毎年１年の総合的学習の時間として「遊水会」の皆さんのご協力を

得ながら開催しております、江花川体験学習の１回目の講義を実施い

たしました。講師は小中地区在住の奥河敏男先生で、わかりやすいよ

うに写真がふんだんに使われたテキストを使って、「長沼地域の土地の

成り立ち」というテーマでお話をいただきました。 

 次回以降の学習では、江花川に棲む生き物と河川について学び、自

分たちの住む地域の環境のすばらしさや課題などについて学んでいき

たいと思います。最終回（第４回・７月１２日）の体験学習では、実際

に江花川の水質階級を実際に調査する体験も予定しております。 

 

★大切にしたい言葉(5)「夢は逃げない。逃げるのは，いつも自分だ」 
七夕が近づいてきました。短冊に大きな「夢」を書いて飾る生徒もいるでしょう。そんな生

徒が成長し，大人になる過程では様々な現実の問題に直面します。能力や学校などの壁と戦い

軌道修正をしながらも自分の「夢」を貫けるか，あきらめるか…。子どもに自分の「夢」を託

す親や教師がいるかもしれませんが，「夢」の実現の第一歩はまず本人がどれだけ強い信念を持

って「夢」から逃げずに頑張れるかなのです。長沼中は、子どもの夢を大切にする学校であり

たいと思います。 ♪あなたの夢を、あきらめないで～♪（ｂｙ岡村孝子・・・少し古いでしょうか） 


